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協
議
し
、
現
時
点
で
の
プ
ー
ル
学

習
に
つ
い
て
今
日
ま
で
至
っ
て
い

る
。

　
　
実
施
に
至
る
判
断
材
料
は
３
つ

あ
る
。
１
点
目
は
プ
ー
ル
の
水
は

水
道
水
を
水
源
と
し
て
い
る
。
２

点
目
は
、
現
在
の
状
況
か
ら
雨
水

に
も
放
射
性
物
質
は
含
ま
れ
な
い

と
保
健
体
育
課
か
ら
指
導
を
受
け

て
い
る
。
３
点
目
は
、
校
庭
の
土

壌
か
ら
の
飛
散
混
入
で
あ
る
が
、

仮
に
混
入
を
仮
定
し
て
も
十
分
に

安
全
基
準
を
満
た
す
値
で
あ
る
と

保
健
体
育
課
か
ら
指
導
を
受
け
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
し
、
市
と

し
て
は
プ
ー
ル
の
水
質
検
査
及
び

空
間
線
量
率
を
測
定
後
に
、
実
施

す
る
か
の
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
プ
ー
ル
清
掃
に
つ
い
て
は
、
水

海
道
小
は
職
員
と
６
年
生
で
行
っ

た
。
藻
が
多
く
泥
は
ほ
ぼ
流
れ
て

い
た
。
菅
原
小
は
職
員
と
４
・
５

・
６
年
生
で
行
っ
た
。
前
日
に
水

抜
き
を
し
、
乾
い
た
状
態
で
泥
土

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
岡
田
小

は
職
員
と
５
・
６
年
生
で
行
っ
た
。

前
年
度
終
了
後
、
薬
剤
処
理
し
て

あ
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
泥
土
は
な

か
っ
た
。
水
海
道
中
で
は
水
泳
部

の
生
徒
が
行
っ
た
。
そ
の
他
の
学

校
で
は
子
供
た
ち
は
一
切
入
っ
て

い
な
い
。

再
質
問

　
　
プ
ー
ル
清
掃
に
つ
い
て
、
私
な

り
に
近
隣
市
町
村
に
聞
き
取
り
を

し
た
。
清
掃
に
つ
い
て
は
ど
こ
も

実
施
の
方
向
で
あ
っ
た
が
、
安
全

上
の
配
慮
で
子
供
た
ち
に
は
さ
せ

な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、

常
総
市
は
実
施
し
た
学
校
が
出
て

し
ま
っ
た
の
か
非
常
に
問
題
視
し

て
い
る
。

　
　
ま
た
、
放
射
性
降
下
物
の
調
査

に
つ
い
て
、
常
総
市
は
８
箇
所
の

み
で
あ
る
。
例
え
ば
つ
く
ば
市
で

は
98
箇
所
で
行
っ
て
い
る
。
少
な

く
と
も
、
近
隣
並
み
に
行
な
っ
て

ほ
し
い
。

再
答
弁
（
教
育
長
）

　
　
文
科
省
の
指
針
が
あ
り
、
学
校

等
に
お
い
て
は
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
、
こ
れ
を
下
回
ら
せ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
と
の
事
で
あ
る
。

当
然
、
こ
の
指
針
を
受
け
県
で
も

指
針
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

県
と
の
協
議
、
指
導
を
受
け
な
が

ら
プ
ー
ル
の
水
は
安
心
だ
と
伺
っ

て
、
今
、
現
在
の
判
断
に
至
っ
て

い
る
。

再
々
質
問

　
　
こ
れ
以
上
の
災
害
が
発
生
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
市

の
舵
取
り
を
し
、
災
害
に
対
応
す

る
の
か
市
長
と
教
育
長
に
伺
う
。

再
々
答
弁
（
教
育
長
）

　
　
私
ど
も
が
判
断
材
料
と
す
る
文

科
省
か
ら
の
上
限
数
値
が
定
ま
ら

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

の
都
度
、
子
供
た
ち
の
安
心
・
安

全
、
さ
ら
に
の
び
の
び
と
学
校
生

活
、
学
習
活
動
が
営
め
る
よ
う
、

常
に
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て

判
断
を
し
て
い
る
。

（
市
長
）

　
　
プ
ー
ル
清
掃
に
つ
い
て
は
国
か

ら
の
数
値
が
あ
い
ま
い
な
点
が
あ

り
、
教
育
委
員
会
で
も
右
往
左
往

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、

測
定
場
所
を
多
く
し
、
公
表
も
し

て
安
心
な
学
校
生
活
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
。

 <

そ
の
他
の
質
問>

○
各
種
放
射
線
量
測
定
の
現
状
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て

○
土
壌
汚
染
対
策
に
つ
い
て

○
原
発
事
故
が
招
く
健
康
被
害
に
対

す
る
、
一
方
策
に
つ
い
て

○
税
金
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
（
市

民
税
、
法
人
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）

質
問

　
　
税
金
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す

が
、
こ
の
分
野
は
幅
が
広
い
の
で

こ
れ
か
ら
な
が
く
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
ご
説
明

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
私
が
よ
く
市
民
の
方
々
に
聞
か

れ
る
の
が
、
常
総
市
の
税
金
が
近

隣
市
町
村
よ
り
も
高
い
と
い
う
事

が
言
わ
れ
て
ま
し
て
、
市
民
の
方

々
が
税
金
の
仕
組
み
や
法
律
等
が

分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
際
に
、
私
も
分
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当

に
常
総
市
は
近
隣
の
市
町
村
よ
り

税
金
が
高
い
の
か
。
個
人
・
法
人

市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
こ

れ
ら
は
市
民
の
方
々
が
申
告
し
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
が
、
固
定
資

産
税
や
都
市
計
画
税
は
市
が
評
価

し
て
課
税
し
ま
す
。
先
の
市
民
税

と
か
は
市
民
の
方
が
納
得
し
て
い

税
金
を
考
え
る

喜
見
山
　
明 

議
員

る
人
も
い
ま
す
が
、
申
告
し
て
あ

る
程
度
の
認
識
し
か
し
て
い
ま
せ

ん
。
固
定
資
産
税
は
評
価
課
税
で

あ
り
ま
す
。
市
が
一
方
的
に
課
税

す
る
と
い
う
事
は
、
市
の
説
明
責

任
が
怠
っ
て
い
る
か
ら
と
思
い
ま

す
。
こ
の
辺
が
市
民
に
と
っ
て
、

税
金
が
高
い
と
い
う
事
な
の
で
す

が
、
税
金
は
近
隣
市
町
よ
り
本
当

に
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
く

法
律
や
条
例
、
規
則
、
規
定
等
を

簡
単
に
か
つ
詳
し
く
答
弁
願
い
ま

す
。

答
弁
（
総
務
部
長
）

　
　
個
人
市
民
税
は
地
方
税
法
上
の

税
率
に
よ
る
課
税
の
た
め
、
格
差

は
無
い
。
計
算
方
法
は
個
人
県
民

税
と
併
せ
て
課
税
さ
れ
、
均
等
割

及
び
所
得
割
の
合
算
で
あ
る
。
均

等
割
は
市
民
税
３
０
０
０
円
県
民

税
２
０
０
０
円
の
合
計
５
０
０
０

円
で
あ
る
。
所
得
割
は
所
得
か
ら

各
種
控
除
を
差
し
引
い
た
課
税
総

所
得
額
に
対
し
て
市
民
税
６
％
、

県
民
税
４
％
の
税
率
で
課
税
し
て

い
る
。

　
　
法
人
市
民
税
は
地
方
税
法
上
標

準
税
率
と
標
準
税
率
を
超
え
る
制

限
税
率
を
選
択
で
き
る
た
め
、
市

町
村
間
で
格
差
が
出
来
る
。
こ
の

税
は
、
従
業
員
数
や
資
本
金
額
に

応
じ
て
決
ま
る
均
等
割
と
、
国
の

法
人
税
額
に
対
す
る
法
人
税
割
に

よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
。
当
市
の
場

合
、
均
等
割
が
標
準
税
率
、
法
人

税
割
が
制
限
税
率
の
14
・
７
％
を

使
用
し
て
い
る
。

　
　
県
内
で
は
均
等
割
は
29
市
町
村

が
標
準
税
率
を
採
用
し
、
法
人
税

割
り
は
24
市
町
村
が
制
限
税
率
を

使
用
し
て
い
る
。
近
隣
で
は
坂
東

市
が
均
等
割
で
制
限
税
率
を
使
用

し
当
市
の
1.2
倍
。
ま
た
、
つ
く
ば

み
ら
い
市
が
法
人
税
割
は
標
準
税

率
の
12
・
３
％
を
使
用
し
て
い
る
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

　
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
市
町
村

が
国
保
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
世
帯
主

に
賦
課
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
保

事
業
は
国
保
被
保
険
者
に
係
わ
る

事
業
費
を
賄
う
も
の
で
あ
り
、
決

め
ら
れ
た
負
担
率
と
補
助
率
に
よ

っ
て
国
、
県
や
市
の
ほ
か
、
国
保

連
合
会
や
社
会
保
険
支
払
基
金
な

ど
か
ら
の
収
入
と
国
保
税
を
財
源

と
し
て
い
る
。
事
業
全
体
の
支
出

中
、
約
65
％
を
占
め
る
医
療
費
等

は
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
支
出
を

賄
う
た
め
の
国
保
税
に
も
当
然
、

差
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
国
保
税
の
賦
課
方
式
は
市
町
村

に
よ
り
異
な
る
が
、
当
市
の
場
合
、

医
療
給
付
費
分
と
し
て
所
得
割
率

7.1
％
、
資
産
割
率
27
％
、
一
人
当

た
り
均
等
割
額
1
万
７
５
０
０
円
、

一
世
帯
当
た
り
平
等
割
額
2
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
次
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

と
し
て
所
得
割
率
1.8
％
、
資
産
割

率
7
％
、
一
人
当
た
り
均
等
割
額

４
５
０
０
円
、
一
世
帯
当
た
り
平

等
割
額
５
０
０
０
円
で
あ
る
。
ま

た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
に

お
願
い
す
る
介
護
納
付
金
分
と
し

て
所
得
割
率
1
％
、
資
産
割
率
5

％
、
一
人
当
た
り
均
等
割
額
７
５

０
０
円
、
一
世
帯
当
た
り
平
等
割


